
技術NO：A15

技術名 ：豪雨流木災害（J-HDスリット）、

津波漂流物被害（津波バリアー）を防ぐ技術
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HP掲載用
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本日ご説明する内容
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出典︓国⼟地理院︓福岡県朝倉市 奈良ヶ⾕川の被害箇所

近年，⼟⽯流とともに流下してくる流⽊による被害の拡⼤が
問題になっている

不透過型砂防堰堤では流⽊を確実には捕捉できない
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平成29年7⽉九州北部豪⾬を踏まえた今後の流⽊対策（平成29年7⽉21日）
出典︓国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局 砂防部HPより

流⽊を捕捉するための透過構造を有する施設が必要
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・既設コンクリート堰堤の切り欠きや嵩上げなどの大規模改良を行わず、
本堤の水通しの機能を損なうことなく、流木捕捉効果を付加可能

・上流側が満砂・未満砂のどちらでも設置可能
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◆建設技術審査証明書

取得（令和4年1月31日）
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基部：調整コンクリート

主部：流木捕捉部材
側部：流木の抜け防止

基部との取り付け
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平均
捕捉率

実験動画実験ケース

92.7%

CASE9

模型Ver.3

正面・サイド縦
材

10

満砂・未満砂どちらの場合でも流木捕捉機能を有することを確認
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発注者︓中部地⽅整備局 天⻯川上流河川事務所
堰堤名︓⿊川第4砂防堰堤

完成︓2020年7月（令和2年）
堤⾼︓21.0m（鋼製⾼6.0m）
⽔通幅︓26.0m
流域⾯積︓16.0km2

河床勾配︓1/9.2
計画勾配︓1/13.8

施⼯中︓2020年5月 完成︓2020年7月

完成︓2020年7月
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⿊川第4砂防堰堤 令和3年8月出⽔後の⼟砂・流⽊捕捉状況
施⼯前（2019年10月）

完成時（2020年7月）

捕捉後（2021年9月）

上流の状況 上流の状況
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2-1. はじめに

・救援・復興を妨げる漂流物
陸に打ち上げられた漂流物は道路を遮蔽。
港に落ちた⾞、コンテナ等は船舶航⾏、係留
を妨げ、避難や緊急物資輸送の障害に。
漂流物の撤去、回収に膨大な費用が掛かる

港に打上げられた漁船やがれき
（東日本大震災、岩手県山田町）
【出典︓ 日本情報地質学会HP】

・破壊の連鎖を⽣む漂流物
住宅や都市機能を破壊は、新たな⼈的被害
を助⻑し、数波の来襲することでさらなる破壊を増幅

・凶器としての漂流物
船舶、⽊材、⾞など漂流物との衝突は
溺死と並ぶ人的被害の主要因

流失したコンテナヤード
（東日本大震災、仙台港南側埠頭 ）

【出典︓ 日本大学理⼯学部HP】

被害を最小限にするためにも漂流物対策は
重要かつ喫緊の課題である。
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津波発生時における漂流物対策の必要性
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2-2. 津波バリアーとは

本技術は水塊そのものを止めるのではなく、被災原因である漂流物を制御する
ことで、「津波による地域の被害を少しでも減少させる」ことを目的とする。
●海域と陸域の境となる岸壁、護岸などに設置する。

・押し波時‥小型船舶や木材などの陸域への進⼊を防止
・引き波時‥コンテナ、⾞両などの海域への流出を防止

●防災事業の対策効果を下げることなく、そのコストを低減させるという課題に
応える有⼒なメニューとなる。
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2-3. 構造概要

・支柱（鋼管）、捕捉スクリーン（ワイヤーロープ）、間隔保持材からなるシンプル
な単支柱構造で漂流物を捕捉。衝突エネルギーは各部材の塑性変形で吸収。

・基礎形式は、コンクリート基礎と杭基礎の2種類
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2-4. 津波バリアーの効果と事例（動画）
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2-5.計画・設計
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１）設置計画フロー
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２）適用のイメージ
①避難施設等の重要施設の防護

避難施設等の重要施設を漂流物衝突から守
る。重要施設とは、避難施設のほか、燃料タン
クや電源施設等が想定される

②背後地の防護

背後地への浸水を防ぐ胸壁の天端に設置し、背後
地への漂流物の侵⼊を防ぐ。
（計画津波深以上の場合でも、漂流物の進⼊を
防ぐ）

③港湾機能・物流機能の確保

コンテナ等の漂流物となりうる敷地の周囲に設置し、
港内への流出を防止する。

車両進入
口

車両進入
口

19

2-5.計画・設計
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３）考慮する荷重と設計方法

●津波漂流物対策施設ガイドライン（平成26年3月）に準拠
（財）沿岸技術研究センターと（社）寒地港湾技術研究センター共同で発刊
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2-5.計画・設計
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４）設計に必要な条件

地域防災計画で設定された津波を考慮しつつ、背後域で予測される被害の程
度とのつり合いを考え、「減災」という視点から適切な規模の津波を設定する

港湾周辺における⼀般的な津波対象漂流物としては、
①船舶、②木材、③コンテナ、④⾞両など。

検討箇所において、漂流物調査をおこない、その結果を基に検討する。

① 浸水深
② 流速

設計津波の諸元

・ 形状寸法（縦×横×高さ）
・ 重量
・ 喫水深
・ 漂流物の衝突速度

対象漂流物の諸元
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2-5.計画・設計
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５）基礎部分の設計
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2-5.計画・設計
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2-6. 事例紹介

適用①‥避難施設等の重要施設の防護

23



Copyright © 2022 JFE Metal Products  Corporation. All Rights Reserved. 

適用②‥背後地の防護
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2-6. 事例紹介
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適用③‥港湾機能・物流機能の確保
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2-6. 事例紹介
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